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（百万円未満切捨て） 

１．19年９月中間期の連結業績（平成19年４月１日～平成19年９月30日） 

(1) 連結経営成績 （％表示は対前年中間期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間(当期)純利益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

19 年 9 月中間期 4,278 48.4 △339 ― △264 ― △313 ― 

18 年 9 月中間期 2,882 △31.5 △604 ― △468 ― △999 ― 

19 年 3 月期 8,818 ― △1,383 ― △1,055 ― △502 ― 
 

 
１株当たり中間 
(当期)純利益 

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益 

 円  銭 円  銭 

19 年 9 月中間期 △13. 12 ― ― 

18 年 9 月中間期 △41. 85 ― ― 

19 年 3 月期 △21. 04 ― ― 

(参考) 持分法投資損益 19年 9 月中間期 △10 百万円 18年 9 月中間期△49 百万円 19年 3 月期 △68 百万円 

 

(2) 連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円  銭 

19 年 9 月中間期 38,252 29,628 76.5 1,226. 42 

18 年 9 月中間期 41,425 31,206 74.3 1,290. 35 

19 年 3 月期 40,509 31,053 75.6 1,283. 62 

(参考) 自己資本 19年 9 月中間期 29,254 百万円 18年 9 月中間期 30,798 百万円 19年 3 月期 30,632 百万円

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

 
営 業 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高

 百万円 百万円 百万円 百万円

19 年 9 月中間期 823 △ 108 △ 252 10,056 

18 年 9 月中間期 △ 1,741 502 △ 714 10,116 

19 年 3 月期 △ 3,048 1,291 △ 719 9,592 

 

２．配当の状況 

 １株当たり配当金 

（基準日） 中間期末 期末 年間 

 円  銭 円  銭 円  銭 

19 年 3 月期 ― ― 10. 00 10. 00 

20 年 3 月期 ― ―  

20 年 3 月期（予想）  10. 00 
10. 00 

 

３．20年３月期の連結業績予想（平成19年４月１日～平成20年３月31日） 
（％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 円  銭 

通 期 10,000 13.4 △700 ― △550 ― △400 ― △16. 76 
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４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）   無 

 

(2) 中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（中間連結財務諸表作成のため

の基本となる重要な事項の変更に記載されるもの） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有 

② ①以外の変更 有 

(注)詳細は、17ページ「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 ４．会計処理基準に関

する事項 (2)重要な減価償却資産の減価償却の方法」及び18ページ「中間連結財務諸表作成のため

の基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 

19年 9 月中間期 26,976,000 株 18年 9 月中間期 26,976,000 株 19年 3 月期 26,976,000 株

② 期末自己株式数 

19年 9 月中間期 3,122,167 株 18年 9 月中間期 3,107,612 株 19年 3 月期 3,111,742 株

(注)１株当たり中間（当期）純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、25ページ「１株当

たり情報」をご覧ください。 

 

（参考）個別業績の概要 

１．19年９月中間期の個別業績（平成19年４月１日～平成19年９月30日） 

(1) 個別経営成績 （％表示は対前年中間期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間(当期)純利益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

19 年 9 月中間期 4,051 53.2 △320 ― △189 ― △238 ― 

18 年 9 月中間期 2,644 △23.6 △588 ― △399 ― △793 ― 

19 年 3 月期 8,339 ― △1,417 ― △1,014 ― △290 ― 
 

 
１株当たり中間 
(当期)純利益 

 円  銭 

19 年 9 月中間期 △ 9. 81 

18 年 9 月中間期 △32. 59 

19 年 3 月期 △11. 92 

 

(2) 個別財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円  銭 

19 年 9 月中間期 36,238 28,034 77.4 1,152. 86 

18 年 9 月中間期 39,493 29,506 74.7 1,212. 67 

19 年 3 月期 38,512 29,326 76.2 1,205. 50 

(参考)自己資本 19年 9 月中間期 28,034百万円 18年 9 月中間期 29,506百万円 19年 3 月期 29,326 百万円 

 

２．20年３月期の個別業績予想（平成19年４月１日～平成20年３月31日） 
（％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 円  銭 

通 期 9,500 13.9 △700 ― △500 ― △350 ― △14. 39 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等は、当社が現時点で合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は見通し

と異なる可能性があります。 

通期の業績予想につきましては、平成19年５月25日公表の予想数値を修正いたしました。当該予想数値の修正に関する事項は、

本日（平成19年11月22日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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１．経営成績 
 
（１）経営成績に関する分析 
 

①当中間期の経営成績 
 

当中間連結会計期間における我が国経済は、原油並びに資材価格の高騰、米国におけるサブプライム

ローン問題など不安材料はあるものの、好調な企業収益を背景に民間設備投資が堅調に推移し、景気は

緩やかな回復基調のなかで推移してまいりました。 

一方で、公共事業の発注量の減少傾向は依然として継続しており、当橋梁業界におきましては、低価

格による受注競争が激化し、収益の確保が難しい状況にありました。 

鉄骨部門につきましては、好調な民間設備投資を反映して、需要の改善はみられましたが、依然採算

面では厳しい状況が続いておりました。 

この様な状況におきまして、当社グループの当中間連結会計期間における受注高は、鋼構造物製造事

業では 10 億 5 千万円（前年同期比 53.1％減）、その他の事業では 2 億 2千万円（前年同期比 41.4％増）

となり、総受注高は 12 億 8 千万円（前年同期比 46.8％減）となりました。 

また、売上高につきましては、鋼構造物製造事業では 38 億 8 千万円（前年同期比 42.7％増）、その他

の事業では 2億 2 千万円（前年同期比 41.4％増）、不動産賃貸事業では 1億 6 千万円となり、合計 42 億

7 千万円（前年同期比 48.4％増）となりました。 

一方、損益面におきましては、価格競争の激化の影響から工事採算性が低下したことによって工事損

失引当金を計上することなどにより、営業損失は 3億 3 千万円（前年同期 6 億円の営業損失）、経常損失

2 億 6 千万円（前年同期 4 億 6 千万円の経常損失）となりました。また生産体制の見直し及び資産の有

効活用を図る目的から、半田第二工場の一部を賃貸することに伴い固定資産除却損を特別損失に計上い

たしますが、投資有価証券売却益を特別利益に計上することにより損失額の一部を補填できたため、中

間純損失は 3億 1 千万円（前年同期 9億 9 千万円の中間純損失）となりました。 

 

（主な受注工事） 

下山ＢＰ高屋川橋鋼橋上部工事（近畿地方整備局） 

平成１９年度１５３号足助第７橋鋼上部工事（中部地方整備局） 

（主な完成工事） 

（高改）ＨＭ１４工区湾岸線接続部上部工事（首都高速道路株式会社） 

県道高速名古屋新宝線尾頭橋工区上部工事（名古屋高速道路公社） 

平成１７年度伊豆縦貫南一色高架橋鋼上部工事（中部地方整備局） 

平成１８年度伊豆縦貫納米里高架橋鋼上部工事（中部地方整備局） 

 

 

②通期の見通し 
 

通期の見通しといたしましては、橋梁は競争激化による受注金額の低下により、収益の確保が難しい

状況にあります。また、鉄骨においても、依然採算面で厳しい状況にあります。このように当社グルー

プを取り巻く環境は一段と厳しさを増しております。 

こうした中、通期の連結業績は売上高 100 億円、営業損失 7 億円、経常損失 5 億 5 千万円、当期純損

失 4 億円を予想しております。 
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（２）財政状態に関する分析 
 

①資産、負債及び純資産の状況 
 

 平成 19 年３月期 平成 19 年９月中間期 増  減 

総資産（百万円） 40,509 38,252 △ 2,257 

純資産（百万円） 31,053 29,628 △ 1,424 

自己資本比率（％） 75.6 76.5 ― 

 

当中間連結会計期間末の資産の状況は、前連結会計年度末に比べ売上債権の減少により流動資産が

減少したことに加え、投資有価証券の減少により固定資産が減少した結果、総資産は 22 億 5 千万円減

少いたしました。 

当中間連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べその他有価証券評価差額金が減少した

ことなどにより、14 億 2 千万円減少いたしました。 

この結果、自己資本比率は 76.5％となりました。 

 

②キャッシュ・フローの状況 
 

 平成 18 年９月中間期 平成 19 年９月中間期 増  減 

営業活動によるキャッシュ・フロー（百万円） △ 1,741 823 2,564 

投資活動によるキャッシュ・フロー（百万円） 502 △ 108 △ 610 

財務活動によるキャッシュ・フロー（百万円） △ 714 △ 252 461 

 

キャッシュ・フローの状況は、営業活動によるキャッシュ・フローにおいて、主に売上債権の減少

と未成工事受入金の増加により、8億 2千万円の資金の増加となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、主に有形固定資産の取得により 1 億円の資金の減少となり

ました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、主に配当金の支払いにより 2 億 5 千万円の資金の減少とな

りました。 

この結果、現金及び現金同等物の当中間連結会計期間末残高は 100 億 5 千万円（前連結会計年度末

95 億 9 千万円）となりました。 

 

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
平成17年 
９月中間期

平成18年 
３月期 

平成18年 
９月中間期

平成19年 
３月期 

平成19年 
９月中間期

自己資本比率（％） 72.7 72.2 74.3 75.6 76.5 

時価ベースの自己資本比率（％） 40.3 44.4 44.4 33.6 31.1 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（倍） ― ― ― ― ― 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） ― ― ― ― ― 
 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

※ 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

※ 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

※ 営業キャッシュ・フローは、中間連結（連結）キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フロ

ーを使用しております。 

※ キャッシュ・フロー対有利子負債比率は、有利子負債がないため記載しておりません。 

※ インタレスト・カバレッジ・レシオについては、営業キャッシュ・フローがマイナス、若しくは利払いがない

ため記載しておりません。 
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（３）利益配分に関する基本方針 
 

当社は、株主に対する利益還元を経営の重要政策のひとつと位置付けており、安定した配当を継続的

に実施することを基本方針としつつ、業績の推移及び事業展開を総合的に勘案し実施しております。 

なお、内部留保につきましては、設備投資・研究開発投資など、経営基盤の強化及び今後の事業展開

に備え、有効に活用する方針であります。 

 
 
（４）事業等のリスク 
 

① 公共事業の減少 
公共事業の発注数量等の減少が予想を大幅に上回る場合には、業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 
② 原材料の価格 

原材料の市場価格等が高騰した際、販売価格等に転嫁することが困難な場合には、業績に影響を及ぼ

す可能性があります。 
 

③ 品質の保証 
製品の引渡し後、瑕疵担保責任等による損害賠償等が発生した場合には、業績に影響を及ぼす可能性

があります。 
 

④ 取引先の信用リスク 
取引先の信用不安による損失が発生した場合には、業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 
⑤ 資産保有リスク 

保有している資産の時価の変動により、業績に影響を及ぼす可能性があります。 
 

⑥ 法的規制 
事業活動における法令はもとより社会規範の遵守と企業倫理の確立を図っておりますが、これらを遵

守できなかった場合、業績に影響を及ぼす可能性があります。 
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２．企業集団の状況 
 

当社グループは、当社、子会社３社、関連会社９社及び関連当事者１社で構成され橋梁・鉄骨・その他

鉄構物の設計・製作の受注生産販売を主要事業として行っております。 
当社グループの事業の種類別セグメントの区分及び主要事業との位置付けは次の通りであります。 

 
Ａ．鋼構造物製造事業 

当社は鋼構造物の設計・製作及び各製作工程の施工管理を行っております。 
［製品の外注加工］ 

子会社の富川鉄工㈱及び関連会社の㈱瀧上工作所は橋梁・鉄骨等の製作加工を行っております。 
［製品の現場施工］ 

関連会社の瀧上建設興業㈱は一般土木建築・橋梁・鉄骨・その他鉄構物の製作・施工を行っており

ます。 
Ｂ．不動産賃貸事業 

当社は不動産賃貸並びに管理業務を行っております。 
Ｃ．その他の事業 
［材料・ボルト類の供給］ 

子会社の瀧上精機工業㈱及び㈱瀧上精機工業十四山工場はボルト・ナット類の製造販売、関連会社

の丸定産業㈱は鋼板の切断・加工販売、丸定鋼業㈱は形鋼及びその他材料の販売をそれぞれ行ってお

ります。 
また、関連会社の中部レベラー鋼業㈱は鋼板加工業を行っておりますが、当社との取引関係はあり

ません。 
［製品の非破壊検査］ 

関連当事者の㈱エス･エス･エンジニアリングは橋梁・鉄骨・その他鉄構物の非破壊検査を行ってお

ります。 
［製品の輸送］ 

関連会社の丸定運輸㈱は橋梁・鉄骨・その他鉄構物の製品輸送を行っております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注) 関連当事者の㈱エス･エス･エンジニアリングは、平成19年８月31日開催の臨時株主総会において解散が承認可決され
たため、現在は清算作業に移行しております。 

  事業の系統図は次の通りであります｡

　○…連結子会社

　△…持分法適用会社

当　　社

得　　意　　先

関連会社

　丸定産業㈱

　丸定鋼業㈱

材料の供給

子会社

○瀧上精機工業㈱

　㈱瀧上精機工業

　　　　十四山工場

ボルト･ナット類の供給

子会社

○富川鉄工㈱

関連会社

　㈱瀧上工作所

製品の外注加工

関連会社

△丸定運輸㈱

製品の輸送

関連会社

△瀧上建設興業㈱

製品の現場施工

製作の受注

関連会社

　中部レベラー鋼業㈱

鋼板加工業

鋼構造物製造事業

製品の

非破壊検査

関連当事者

　㈱エス・エ

　ス・エンジ

　ニアリング

不動産

賃貸事業
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３．経営方針 
 
（１）会社の経営の基本方針 
 

当社は、「長年にわたるゆるぎない品質の確かさで顧客との信頼関係を築く」という企業理念のもと、

「株主」、「顧客」を最重要と認識し、社会のルールを遵守し、信頼される企業としての責任を誠実に果

たすこと、および顧客要求を満足する「品質の確保」と「安全施工」を基本方針として経営活動を続け

ております。また品質方針である「品質の確かさで顧客満足を得ることを第一とし、顧客要求事項を満

足する製品を提供する」を常に念頭に置き事業活動を進めております。 
 
 
（２）目標とする経営指標 
 

橋梁・鉄骨業界を取り巻く経営環境が一層の厳しさを増していくなか、当社グループといたしまして

は、企業競争力の強化に努め、適正な受注量の確保を重要な施策と位置付け、売上高、利益面でバラン

スの取れた収益力を目指してまいります。 
 
 
（３）中長期的な会社の経営戦略並びに会社の対処すべき課題 
 

当社グループを取り巻く経営環境を見ますと、橋梁部門につきましては、公共投資の縮減傾向は続くこ

とが予想され、低価格での入札等、業界を取り巻く環境は一段と厳しさが増してきております。また一方

で、価格と品質が総合的に優れたものを落札者とする総合評価落札方式の導入等、公共工事の入札契約

制度の多様化が図られており、技術力とコスト競争力の一層の強化が求められております。 
鉄骨部門につきましても、採算面で依然として厳しい状況が続くものと思われます。 
このような厳しい事業環境の中で、ライフサイクルコスト、環境への配慮、防災等の社会的要請に応

えた技術提案の充実を図り、入札制度の多様化に的確に対応するよう努めてまいります。さらにグルー

プの連携強化、生産設備の合理化、人材の適性配置等、一層の生産性の向上に取り組み、業績の向上と

社業の発展のため努力する所存でございます。 
また、当社グループは、コンプライアンス意識を一層高めるべく、定期的に教育・研修・監査を実施

しており、企業倫理の確立をはじめとする企業としての社会的責任を果たし、社会から信頼される企業

づくりを推進しております。 
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４．中間連結財務諸表 

（１）中間連結貸借対照表 
 

  
前中間連結会計期間末

（平成18年９月30日）

当中間連結会計期間末 

（平成19年９月30日） 

前連結会計年度の 

要約連結貸借対照表 

（平成19年３月31日）

区分 
注記 

番号 
金額（百万円）

構成比

（％）
金額（百万円）

構成比 

（％） 
金額（百万円）

構成比

（％）

（資産の部）   

Ⅰ 流動資産   

現金預金  10,116 10,056  9,592

受取手形・ 
完成工事未収入金等 ※３ 1,930 1,643  3,278

有価証券  800 199  499

未成工事支出金  3,600 2,910  2,749

繰延税金資産  3 ―  2

その他  443 393  362

貸倒引当金  △ 6 △ 0  △ 5

流動資産合計  16,887 40.8 15,202 39.7 16,480 40.7

Ⅱ 固定資産   

有形固定資産   

建物 ※１ 1,354 1,339  1,294

土地  1,559 1,555  1,555

その他 ※１ 2,429 2,520  2,538

有形固定資産合計  5,343 12.9 5,415 14.2 5,389 13.3

無形固定資産  50 0.1 37 0.1 43 0.1

投資その他の資産   

投資有価証券 ※２ 17,525 15,856  16,839

その他  1,621 1,741  1,759

貸倒引当金  △ 1 △ 1  △ 1

投資その他の資産合計  19,144 46.2 17,596 46.0 18,597 45.9

固定資産合計  24,538 59.2 23,049 60.3 24,029 59.3

資産合計  41,425 100.0 38,252 100.0 40,509 100.0
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前中間連結会計期間末

（平成18年９月30日）

当中間連結会計期間末 

（平成19年９月30日） 

前連結会計年度の 

要約連結貸借対照表 

（平成19年３月31日）

区分 
注記 

番号 
金額（百万円）

構成比

（％）
金額（百万円）

構成比 

（％） 
金額（百万円）

構成比

（％）

（負債の部）   

Ⅰ 流動負債   

支払手形・工事未払金等 ※３ 1,374 1,193  1,603

未成工事受入金  1,939 1,604  1,304

工事損失引当金  536 797  886

違約損失引当金  468 129  263

引当金  92 86  90

その他  355 345  256

流動負債合計  4,766 11.5 4,157 10.8 4,406 10.9

Ⅱ 固定負債   

繰延税金負債  4,457 3,514  4,050

退職給付引当金  740 666  730

役員退職慰労引当金  120 106  136

引当金  28 28  28

その他  105 149  105

固定負債合計  5,452 13.2 4,465 11.7 5,050 12.4

負債合計  10,219 24.7 8,623 22.5 9,456 23.3

（純資産の部）   

Ⅰ 株主資本   

資本金  1,361 3.3 1,361 3.6 1,361 3.4

資本剰余金  389 0.9 389 1.0 389 1.0

利益剰余金  23,823 57.5 23,764 62.1 24,320 60.0

自己株式  △ 1,790 △4.3 △ 1,799 △4.7 △ 1,793 △4.4

株主資本合計  23,784 57.4 23,716 62.0 24,278 60.0

Ⅱ 評価・換算差額等   

その他有価証券 
評価差額金  7,014 5,538  6,354

評価・換算差額等合計  7,014 16.9 5,538 14.5 6,354 15.7

Ⅲ 少数株主持分  408 1.0 373 1.0 420 1.0

純資産合計  31,206 75.3 29,628 77.5 31,053 76.7

負債純資産合計  41,425 100.0 38,252 100.0 40,509 100.0
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（２）中間連結損益計算書 
 

  

前中間連結会計期間 

（自 平成18年４月１日

至 平成18年９月30日）

当中間連結会計期間 

（自 平成19年４月１日 

至 平成19年９月30日） 

前連結会計年度の 

要約連結損益計算書 

（自 平成18年４月１日

至 平成19年３月31日）

区分 
注記 

番号 
金額（百万円）

百分比

（％）
金額（百万円）

百分比 

（％） 
金額（百万円）

百分比

（％）

Ⅰ 完成工事高 ※１ 2,882 100.0 4,278 100.0 8,818 100.0

Ⅱ 完成工事原価  2,950 102.4 4,126 96.5 9,159 103.9

完成工事総利益又は 
完成工事総損失(△)  △ 68 △2.4 151 3.5 △ 341 △3.9

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ※２ 535 18.6 490 11.4 1,042 11.8

営業損失(△)  △ 604 △21.0 △ 339 △7.9 △1,383 △15.7

Ⅳ 営業外収益  281 9.8 141 3.3 559 6.3

受取利息  14 42  53

受取配当金  73 84  142

賃貸収入  176 ―  333

その他営業外収益  17 14  30

Ⅴ 営業外費用  145 5.0 66 1.6 230 2.6

投資有価証券評価損  ― 47  ―

賃貸費用  81 ―  141

自己株式の取得に関する
付随費用  3 3  5

持分法による投資損失  49 10  68

その他営業外費用  11 5  14

経常損失(△)  △ 468 △16.2 △ 264 △6.2 △ 1,055 △12.0

Ⅵ 特別利益  737 25.5 89 2.1 1,954 22.2

固定資産売却益 ※３ 428 0  447

投資有価証券売却益  304 83  1,501

その他特別利益  4 4  6

Ⅶ 特別損失  188 6.5 152 3.6 219 2.5

前期損益修正損  ― 20  ―

固定資産除却損 ※４ 25 131  53

独占禁止法違反に係る 
罰金  160 ―  160

環境対策引当金繰入額  1 ―  1

その他特別損失  1 ―  3

税金等調整前 
中間(当期)純利益又は 
税金等調整前 
中間純損失(△) 

 81 2.8 △ 328 △7.7 680 7.7

法人税、住民税及び事業税  169 5.9 6 0.1 196 2.2

法人税等調整額  776 27.0 21 0.5 841 9.6

少数株主利益又は 
少数株主損失(△)  133 4.6 △ 43 △1.0 144 1.6

中間(当期)純損失(△)  △ 999 △34.7 △ 313 △7.3 △ 502 △5.7
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（３）中間連結株主資本等変動計算書 
 
前中間連結会計期間（自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日） 
 

 株主資本 

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年３月31日残高（百万円） 1,361 389 25,069 △ 1,786 25,034

中間連結会計期間中の変動額  

利益処分による利益配当 △ 243  △ 243

役員賞与 △ 3  △ 3

中間純損失(△) △ 999  △ 999

自己株式の取得 △ 6 △ 6

その他 3 3

中間連結会計期間中の変動額合計 

（百万円） 
― ― △ 1,246 △ 3 △ 1,250

平成18年９月30日残高（百万円） 1,361 389 23,823 △ 1,790 23,784

 

 評価・換算差額等 

 
その他有価証券 
評価差額金 

評価・換算差額等
合計 

少数株主持分 純資産合計 

平成18年３月31日残高（百万円） 8,359 8,359 739 34,133

中間連結会計期間中の変動額  

利益処分による利益配当  △ 243

役員賞与  △ 3

中間純損失(△)  △ 999

自己株式の取得  △ 6

その他  3

株主資本以外の項目の中間連結 
会計期間中の変動額（純額） 

△ 1,345 △ 1,345 △ 331 △ 1,676

中間連結会計期間中の変動額合計 

（百万円） 
△ 1,345 △ 1,345 △ 331 △ 2,926

平成18年９月30日残高（百万円） 7,014 7,014 408 31,206
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当中間連結会計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日） 
 

 株主資本 

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年３月31日残高（百万円） 1,361 389 24,320 △ 1,793 24,278

中間連結会計期間中の変動額  

剰余金の配当 △ 243  △ 243

中間純損失(△) △ 313  △ 313

自己株式の取得 △ 5 △ 5

中間連結会計期間中の変動額合計 

（百万円） 
― ― △ 556 △ 5 △ 561

平成19年９月30日残高（百万円） 1,361 389 23,764 △ 1,799 23,716

 

 評価・換算差額等 

 
その他有価証券 
評価差額金 

評価・換算差額等
合計 

少数株主持分 純資産合計 

平成19年３月31日残高（百万円） 6,354 6,354 420 31,053

中間連結会計期間中の変動額  

剰余金の配当  △ 243

中間純損失(△)  △ 313

自己株式の取得  △ 5

株主資本以外の項目の中間連結 
会計期間中の変動額（純額） 

△ 815 △ 815 △ 46 △ 862

中間連結会計期間中の変動額合計 

（百万円） 
△ 815 △ 815 △ 46 △ 1,424

平成19年９月30日残高（百万円） 5,538 5,538 373 29,628
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前連結会計年度の連結株主資本等変動計算書（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

 

 株主資本 

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年３月31日残高（百万円） 1,361 389 25,069 △ 1,786 25,034

連結会計年度中の変動額  

利益処分による利益配当 △ 243  △ 243

役員賞与 △ 3  △ 3

当期純損失(△) △ 502  △ 502

自己株式の取得 △ 9 △ 9

その他 3 3

連結会計年度中の変動額合計 

（百万円） 
― ― △ 749 △ 6 △ 755

平成19年３月31日残高（百万円） 1,361 389 24,320 △ 1,793 24,278

 
 

 評価・換算差額等 

 
その他有価証券 
評価差額金 

評価・換算差額等
合計 

少数株主持分 純資産合計 

平成18年３月31日残高（百万円） 8,359 8,359 739 34,133

連結会計年度中の変動額  

利益処分による利益配当  △ 243

役員賞与  △ 3

当期純損失(△)  △ 502

自己株式の取得  △ 9

その他  3

株主資本以外の項目の連結 
会計年度中の変動額（純額） 

△ 2,005 △ 2,005 △ 318 △ 2,324

連結会計年度中の変動額合計 

（百万円） 
△ 2,005 △ 2,005 △ 318 △ 3,080

平成19年３月31日残高（百万円） 6,354 6,354 420 31,053
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（４）中間連結キャッシュ・フロー計算書 
 

  

前中間連結会計期間

（自 平成18年４月１日 

至 平成18年９月30日）

当中間連結会計期間 

（自 平成19年４月１日 

至 平成19年９月30日） 

前連結会計年度の 

要約連結キャッシュ・

フロー計算書 

（自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日）

区分 
注記

番号
金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー     

税金等調整前中間(当期)純利益又は 
税金等調整前中間純損失(△) 

 81 △ 328 680 

減価償却費  205 213 419 

貸倒引当金の増減額  4 △ 4 4 

賞与引当金の増減額  1 0 △ 4 

役員賞与引当金の増減額  ― △ 7 7 

工事損失引当金の増減額  118 △ 89 468 

事業整理費用引当金の増減額  △ 15 ― △ 15 

違約損失引当金の増減額  △ 171 △ 133 △ 376 

環境対策引当金の増減額  1 ― 1 

課徴金  △ 347 ― △ 347 

独占禁止法違反に係る罰金  160 ― 160 

退職給付引当金の増減額  △ 20 △ 63 △ 30 

役員退職慰労引当金の増減額  5 △ 29 21 

受取利息及び受取配当金  △ 87 △ 126 △ 195 

持分法による投資利益・損失  49 10 68 

自己株式の取得に関する付随費用  3 3 5 

役員賞与金の支払額  △ 7 ― △ 7 

固定資産売却損益  △ 427 △ 0 △ 446 

固定資産除却損  25 131 53 

投資有価証券売却損益  △ 304 △ 83 △ 1,501 

投資有価証券評価損益  ― 47 ― 

売上債権の増減額  1,817 1,635 469 

棚卸資産の増減額  △ 1,548 △ 151 △ 706 

仕入債務の増減額  △ 399 △ 409 △ 170 

未成工事受入金の増減額  △ 204 300 △ 839 

未払消費税等の増減額  △ 123 △ 0 △ 76 

その他  △ 187 △ 59 △ 158 

小計  △ 1,370 855 △ 2,513 

独占禁止法違反に係る罰金の支払額  ― ― △ 160 

法人税等の支払額  △ 370 △ 31 △ 374 

営業活動によるキャッシュ・フロー  △ 1,741 823 △ 3,048 

 



瀧上工業㈱（5918）平成 20 年３月期 中間決算短信 

－15－ 

  

前中間連結会計期間

（自 平成18年４月１日 

至 平成18年９月30日）

当中間連結会計期間 

（自 平成19年４月１日 

至 平成19年９月30日） 

前連結会計年度の 

要約連結キャッシュ・

フロー計算書 

（自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日）

区分 
注記

番号
金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー     

利息及び配当金の受取額  91 127 199 

有価証券の売却・償還による収入  ― 300 500 

有形固定資産の売却による収入  640 0 666 

有形固定資産の取得による支出  △ 251 △ 234 △ 491 

投資有価証券の売却による収入  831 407 3,229 

投資有価証券の取得による支出  △ 801 △ 751 △ 2,807 

その他  △ 8 41 △ 4 

投資活動によるキャッシュ・フロー  502 △ 108 1,291 

     

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー     

自己株式の取得による支出  △ 10 △ 8 △ 15 

配当金の支払額  △ 243 △ 242 △ 243 

子会社清算配当金の支払額  △ 458 ― △ 458 

その他  △ 1 △ 1 △ 1 

財務活動によるキャッシュ・フロー  △ 714 △ 252 △ 719 

     

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  ― ― ― 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額  △ 1,952 463 △ 2,475 

Ⅵ 現金及び現金同等物期首残高  12,068 9,592 12,068 

Ⅶ 現金及び現金同等物中間期末 
（期末）残高 

※１ 10,116 10,056 9,592 
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（５）中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

 

１．連結の範囲に関する事項 

（1） 連結子会社  ２社 富川鉄工㈱、瀧上精機工業㈱ 
 
（2） 非連結子会社 １社 ㈱瀧上精機工業十四山工場 

上記の非連結子会社は、小規模会社であり、合計の総資産、売上高、

中間純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）

等は、いずれも中間連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないた

め、連結の範囲から除いております。 

 

２．持分法の適用に関する事項 

（1） 持分法適用の関連会社 ２社 瀧上建設興業㈱、丸定運輸㈱ 
 
（2） 持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社 

非連結子会社 １社 ㈱瀧上精機工業十四山工場 

関 連 会 社 ７社 ㈱瀧上工作所、丸定産業㈱、 

丸定鋼業㈱、中部レベラー鋼業㈱ 他３社 

上記の持分法を適用しない非連結子会社１社及び関連会社７社は、それぞれ中間純損益及

び利益剰余金等に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性がないため、持分法

の適用範囲から除いております。 
 

３．連結子会社の（中間）決算日等に関する事項 

連結子会社である富川鉄工㈱の中間決算日は８月末日であるため、中間連結財務諸表の作成には同中

間決算日現在の中間財務諸表を使用しております。ただし、同中間決算日翌日から９月末日までに発

生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。 
 

４．会計処理基準に関する事項 

（1） 重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

満期保有目的の債券 償却原価法（定額法） 

その他有価証券 

時価のあるもの 中間決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産

直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定しており

ます。） 

なお、組込デリバティブを区分して測定することができない複合金

融商品は、全体を時価評価し、評価差額を当中間連結会計期間の損

益に計上しております。 

時価のないもの 移動平均法による原価法 
 

② デリバティブ 時価法 
 

③ たな卸資産 

未成工事支出金 個別法による原価法 

その他たな卸資産 主として先入先出法による低価法 
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（2） 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産 定率法 

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除

く）については定額法 

（会計方針の変更） 

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当中間連結会

計期間より、平成19年４月１日以降に取得した有形固定資産につ

いて、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しており

ます。 

この変更により、従来の方法に比べ、完成工事総利益は 2 百万

円減少し、営業損失は 2 百万円増加し、経常損失及び税金等調整

前中間純損失は 2 百万円それぞれ増加しております。 

（追加情報） 

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、平成19年３月31

日以前に取得した有形固定資産については、償却可能限度額まで

償却が終了した翌年から５年間で均等償却する方法によっており

ます。 

この変更により、従来の方法に比べ、完成工事総利益は 7 百万

円減少し、営業損失は 7 百万円増加し、経常損失及び税金等調整

前中間純損失は 8 百万円それぞれ増加しております。 
 

② 無形固定資産 定額法 

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能

期間（５年）に基づく定額法 

 

（3） 重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については、貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収

可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 
 

② 賞与引当金 従業員の賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち当中間

連結会計期間の負担額を計上しております。 
 

③ 完成工事補償引当金 工事引渡後の瑕疵に対する補修費用に備えるため、過去の実績を基

に発生見込額を計上しております。 
 

④ 工事損失引当金 受注工事の損失に備えるため、当中間連結会計期間末の手持工事の

うち損失の発生が見込まれ、かつ同時点でその金額を合理的に見積

ることが可能な工事について、その損失見込額を計上しております。 
 

⑤ 違約損失引当金 独占禁止法違反による違約金の支出に備えるため、工事請負契約の

契約条項を基に発生見込額を計上しております。 
 

⑥ 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給

付債務及び年金資産の見込額に基づき、当中間連結会計期間末にお

いて発生していると認められる額を計上しております。 

なお、数理計算上の差異は、発生時の従業員の平均残存勤務期間（８

～10 年）で定率法により発生時の翌連結会計年度から償却を行って

おります。 
 

⑦ 役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金に備えるため、内規に基づく中間期末要支給額を

計上しております。 
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⑧ 環境対策引当金 ＰＣＢ廃棄物の処理費用に備えるため、日本環境安全事業㈱が公表

している処理料金を基に処理費用見込額を計上しております。 

 

（4） 重要なリース取引の処理方法 リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に準じた会計

処理によっております。 

 

（5） その他中間連結財務諸表作成のための重要な事項 

① 収益及び費用の計上基準 完成工事高の計上は、原則として工事完成基準を採用しております

が、工期１年以上、請負金額５億円以上、かつ出来高進捗率20％以

上の工事については、工事進行基準を適用しております。 
 

② 消費税等の会計処理の方法 税抜処理方式を採用しております。 

 

５．中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出

し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得

日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。 

 

 

（６）中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

 

（不動産賃貸事業の会計処理） 

従来、不動産の賃貸収入は営業外収益、賃貸費用は営業外費用に計上しておりましたが、当中間連結

会計期間より賃貸収入は「完成工事高」、賃貸費用は「完成工事原価」に計上する方法に変更いたしまし

た。 

この変更は、当中間連結会計期間に新たな賃貸不動産が増加したことに加え、半田第二工場の一部を

賃貸することにより、不動産賃貸事業の金額的重要性が高まったことから、経営成績をより適正に表示

するため変更するものであります。 

この結果、従来の方法に比べ、完成工事高は 167 百万円、完成工事総利益は 87 百万円それぞれ増加し、

営業損失は 87 百万円減少しております。 
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（７）中間連結財務諸表に関する注記事項 

 

（中間連結貸借対照表関係） 

注記 
番号 

前中間連結会計期間末 
（平成18年９月30日） 

当中間連結会計期間末 
（平成19年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成19年３月31日） 

 
※１ 

 
有形固定資産減価償却累計額 

9,286 百万円 

 
有形固定資産減価償却累計額 

8,505 百万円

 
有形固定資産減価償却累計額 

9,331 百万円
 
※２ 

 
担保資産 
 
仕入債務の担保 

投資有価証券 181 百万円 

 
担保資産 
 

仕入債務の担保 

投資有価証券 297 百万円

 
担保資産 
 
仕入債務の担保 

投資有価証券 223 百万円
 
※３ 

 
満期手形の処理は手形交換日

をもって決済処理しておりま

す。 

なお、当中間連結会計期間末

日は金融機関の休日であったた

め、当中間連結会計期間末日満

期の受取手形 1 百万円及び支払

手形13百万円が含まれておりま

す。 

 
満期手形の処理は手形交換日

をもって決済処理しておりま

す。 

なお、当中間連結会計期間末

日は金融機関の休日であったた

め、当中間連結会計期間末日満

期の受取手形 3 百万円及び支払

手形25百万円が含まれておりま

す。 

 
満期手形の処理は手形交換日

をもって決済処理しておりま

す。 

なお、当連結会計年度末日は

金融機関の休日であったため、

当連結会計年度末日満期の受取

手形1百万円及び支払手形11百

万円が含まれております。 

 

 

（中間連結損益計算書関係） 

注記 
番号 

前中間連結会計期間 
（自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

 
※１ 

 
工事進行基準による完成工事高 

1,601 百万円 

 
工事進行基準による完成工事高

2,095 百万円

 
工事進行基準による完成工事高

3,272 百万円
 
※２ 

 
販売費及び一般管理費のうち

主要な費目及び金額は次の通り

であります。 

給料賃金 191 百万円

従業員賞与 
引当金繰入額 21 百万円

退職給付費用 9 百万円

役員退職慰労 
引当金繰入額 11 百万円

貸倒引当金 
繰入額 4 百万円
 

 
販売費及び一般管理費のうち

主要な費目及び金額は次の通り

であります。 

給料賃金 184 百万円

従業員賞与 
引当金繰入額 18 百万円

退職給付費用 7 百万円

役員退職慰労
引当金繰入額 13 百万円
 

 
販売費及び一般管理費のうち

主要な費目及び金額は次の通り

であります。 

給料賃金 381 百万円

従業員賞与 
引当金繰入額 19 百万円

役員賞与 
引当金繰入額 7 百万円

退職給付費用 19 百万円

役員退職慰労 
引当金繰入額 27 百万円

貸倒引当金 
繰入額 4 百万円
  

※３ 
 
固定資産売却益の内訳 

機械装置 0 百万円

土地 428 百万円

計 428 百万円 

 
固定資産売却益の内訳 

機械装置 0 百万円

工具器具 0 百万円

計 0 百万円 

 
固定資産売却益の内訳 

機械装置 2 百万円

土地 445 百万円

計 447 百万円  
※４ 

 
固定資産除却損の内訳 

機械装置 13 百万円

解体費用他 12 百万円

計 25 百万円 

 
固定資産除却損の内訳 

建物・構築物 37 百万円

機械・運搬具 51 百万円

工具器具・備品 0 百万円

解体費用他 41 百万円

計 131 百万円 

 
固定資産除却損の内訳 

建物・構築物 13 百万円

機械・運搬具 15 百万円

工具器具・備品 0 百万円

解体費用他 25 百万円

計 53 百万円 
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（中間連結株主資本等変動計算書関係） 

前中間連結会計期間（自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日） 

１．発行済株式に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当中間連結会計期間末

普通株式（株） 26,976,000 ― ― 26,976,000

 

２．自己株式に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当中間連結会計期間末

普通株式（株） 3,099,031 8,581 ― 3,107,612

（変動事由の概要） 
増加数の主な内訳は、次の通りであります。 

単元未満株式の買取りによる増加 8,581 株 

 

３．配当に関する事項 

(1)配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり配当額
（円） 

基準日 効力発生日 

平成18年６月29日 
定時株主総会 

普通株式 243 10．00 平成18年３月31日 平成18年６月30日

 

(2)基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間後となるもの 

該当事項はありません。 

 

 

当中間連結会計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日） 

１．発行済株式に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当中間連結会計期間末

普通株式（株） 26,976,000 ― ― 26,976,000

 

２．自己株式に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当中間連結会計期間末

普通株式（株） 3,111,742 10,425 ― 3,122,167

（変動事由の概要） 
増加数の主な内訳は、次の通りであります。 

単元未満株式の買取りによる増加 10,425 株 

 

３．配当に関する事項 

(1)配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり配当額
（円） 

基準日 効力発生日 

平成19年６月28日 
定時株主総会 

普通株式 243 10．00 平成19年３月31日 平成19年６月29日

 

(2)基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間後となるもの 

該当事項はありません。 
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前連結会計年度（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

１．発行済株式に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式（株） 26,976,000 ― ― 26,976,000

 

２．自己株式に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式（株） 3,099,031 12,711 ― 3,111,742

（変動事由の概要） 
増加数の主な内訳は、次の通りであります。 

単元未満株式の買取りによる増加 12,711 株 

 

３．配当に関する事項 

(1)配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり配当額
（円） 

基準日 効力発生日 

平成18年６月29日 
定時株主総会 

普通株式 243 10．00 平成18年３月31日 平成18年６月30日

 

(2)基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 

平成19年６月28日 
定時株主総会 

普通株式 利益剰余金 243 10．00 平成19年３月31日 平成19年６月29日

 

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

注記 
番号 

前中間連結会計期間 
（自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

 
※１ 

 
現金及び現金同等物の中間期

末残高と中間連結貸借対照表に

掲記されている科目の金額との

関係 

現金預金勘定 10,116 百万円 

 
現金及び現金同等物の中間期

末残高と中間連結貸借対照表に

掲記されている科目の金額との

関係 

現金預金勘定 10,056 百万円 

 
現金及び現金同等物の期末残

高と連結貸借対照表に掲記され

ている科目の金額との関係 

 

現金預金勘定 9,592 百万円 
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セグメント情報 
 
１．事業の種類別セグメント情報 

前中間連結会計期間（自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日） 

全セグメントの売上高の合計、営業損益の合計額に占める鋼構造物製造事業の割合が、いずれも 90％

を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 
当中間連結会計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日） 

 
鋼構造物 
製造事業 

不動産 
賃貸事業 

その他の 
事業 

計 
消去又は 
全社 

連結 

 (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) 

売上高       

(1)外部顧客に対する売上高 3,884 167 226 4,278 ― 4,278 

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 

― ― 78 78 （78） ― 

計 3,884 167 305 4,357 （78） 4,278 

営業費用 4,168 79 319 4,567 49 4,617 

営業利益又は営業損失(△) △ 283 87 △ 14 △ 210 （128） △ 339 

（注）１ 「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載の通り、当中間連結会計

期間より賃貸収入は完成工事高、賃貸費用は完成工事原価に計上する方法に変更いたしました。こ

の変更に伴い、全セグメントの売上高に占める鋼構造物製造事業の割合が 90％以下となったため、

事業の種類別セグメント情報を記載しております。 
２ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 
３ 各区分の主な製品 
鋼構造物製造事業 橋梁、鉄骨、その他鉄構物 

不動産賃貸事業 不動産賃貸並びに管理業務 

その他の事業 鋲螺釘類 

４ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用（129 百万円）の主なものは、

親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。 

 
前連結会計年度（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 
全セグメントの売上高の合計、営業損益及び全セグメントの資産の合計額に占める鋼構造物製造事業

の割合が、いずれも 90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 
２．所在地別セグメント情報 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 
 
３．海外売上高 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 
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リース取引関係 
 

中間決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため、開示を省略します。 
 

 
有価証券関係 
 
１．時価のある有価証券 

(1) 満期保有目的の債券 

前中間連結会計期間末 
（平成18年９月30日） 

当中間連結会計期間末 
（平成19年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成19年３月31日） 

中間連結 
貸借対照 
表計上額 

時価 差額 
中間連結
貸借対照
表計上額

時価 差額 
連結 

貸借対照 
表計上額 

時価 差額 
区分 

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

①債券・国債 798 805 7 2,897 2,700 △197 2,298 2,306 7

 

(2) その他有価証券 

前中間連結会計期間末 
（平成18年９月30日） 

当中間連結会計期間末 
（平成19年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成19年３月31日） 

取得原価 
中間連結 
貸借対照 
表計上額 

差額 取得原価
中間連結
貸借対照
表計上額

差額 取得原価 
連結 

貸借対照
表計上額

差額 
区分 

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

①株式 1,250 13,255 12,005 999 10,529 9,529 1,018 11,896 10,877

②債券・国債 4,303 4,113 △ 189 2,750 2,478 △ 271 3,202 2,992 △ 210

計 5,553 17,369 11,815 3,750 13,008 9,258 4,221 14,889 10,667

(注) 債券・国債の中には複合金融商品が含まれており、組込デリバティブを含めた評価損益は、当中間連

結会計期間の損益に計上しております。 

 

２．時価評価されていない主な有価証券 

(1) その他有価証券 

前中間連結会計期間末 
（平成18年９月30日） 

当中間連結会計期間末 
（平成19年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成19年３月31日） 

内容 
中間連結貸借対照表計上額 

(百万円) 
中間連結貸借対照表計上額 

(百万円) 
連結貸借対照表計上額 

(百万円) 

①非上場株式 158 150 150 
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デリバティブ取引関係 

 

前中間連結会計期間（自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日） 

当社グループは、デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。 

 

当中間連結会計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日） 
複合金融商品の組込デリバティブの時価及び評価損益は（有価証券関係）に含めて記載しております。 

 

前連結会計年度（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 
当社グループは、デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。 

 

 

ストック・オプション等関係 
 

該当事項はありません。 
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１株当たり情報 
 

前中間連結会計期間 
（自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日） 

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

１株当たり純資産額 1,290 円35銭 １株当たり純資産額 1,226 円42銭 １株当たり純資産額 1,283 円62銭

１株当たり中間純損失(△) △41 円85銭 １株当たり中間純損失(△) △13 円12銭 １株当たり当期純損失(△) △21 円04銭

なお、潜在株式調整後１株当たり中

間純利益金額については、１株当たり

中間純損失であり、また潜在株式の存

在がないため記載しておりません。 

同 左 なお、潜在株式調整後１株当たり当

期純利益金額については、１株当たり

当期純損失であり、また潜在株式の存

在がないため記載しておりません。 

（注）算定上の基礎 
１．１株当たり純資産額 

項目 
前中間連結会計期間末
（平成18年９月30日）

当中間連結会計期間末 
（平成19年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成19年３月31日）

中間連結貸借対照表及び連結貸借対照表の 
純資産の部の合計額（百万円） 

31,206 29,628 31,053

普通株式に係る純資産額（百万円） 30,798 29,254 30,632

差額の主な内訳（百万円）  

少数株主持分 408 373 420

普通株式の発行済株式数（株） 26,976,000 26,976,000 26,976,000

普通株式の自己株式数（株） 3,107,612 3,122,167 3,111,742

１株当たり純資産額の算定に用いられた 
普通株式の数（株） 

23,868,388 23,853,833 23,864,258

 
２．１株当たり中間（当期）純損失 

項目 

前中間連結会計期間 
(自 平成18年４月１日
至 平成18年９月30日)

当中間連結会計期間 
(自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成18年４月１日
至 平成19年３月31日)

中間連結損益計算書及び連結損益計算書上の
中間(当期)純損失(△)（百万円） 

△ 999 △ 313 △ 502

普通株式に係る中間(当期)純損失(△) 
（百万円） 

△ 999 △ 313 △ 502

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ― ―

普通株式の期中平均株式数（株） 23,872,752 23,859,760 23,869,412

 
 
 
重要な後発事象 
 

該当事項はありません。 
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５．中間個別財務諸表 

（１）中間貸借対照表 
 

  
前中間会計期間末 

（平成18年９月30日）

当中間会計期間末 

（平成19年９月30日） 

前事業年度の 

要約貸借対照表 

（平成19年３月31日）

区分 
注記 

番号 
金額（百万円）

構成比

（％）
金額（百万円）

構成比 

（％） 
金額（百万円）

構成比

（％）

（資産の部）   

Ⅰ 流動資産   

現金預金  9,460 9,466  8,878

受取手形  65 45  283

完成工事未収入金  1,779 1,511  2,845

有価証券  800 199  499

未成工事支出金  3,563 2,912  2,746

材料貯蔵品  37 39  39

繰延税金資産  ― 0  0

その他  279 259  215

流動資産合計  15,986 40.5 14,435 39.8 15,508 40.3

Ⅱ 固定資産   

有形固定資産   

建物  1,330 1,241  1,275

土地  1,539 1,535  1,536

その他  2,381 2,408  2,492

有形固定資産合計  5,251 13.3 5,185 14.3 5,304 13.8

無形固定資産  50 0.1 37 0.1 42 0.1

投資その他の資産   

投資有価証券  17,456 15,688  16,766

その他  748 891  889

投資その他の資産合計  18,205 46.1 16,580 45.8 17,656 45.8

固定資産合計  23,507 59.5 21,803 60.2 23,003 59.7

資産合計  39,493 100.0 36,238 100.0 38,512 100.0

 



瀧上工業㈱（5918）平成 20 年３月期 中間決算短信 

－27－ 

  
前中間会計期間末 

（平成18年９月30日）

当中間会計期間末 

（平成19年９月30日） 

前事業年度の 

要約貸借対照表 

（平成19年３月31日）

区分 
注記 

番号 
金額（百万円）

構成比

（％）
金額（百万円）

構成比 

（％） 
金額（百万円）

構成比

（％）

（負債の部）   

Ⅰ 流動負債   

支払手形  291 264  382

工事未払金  920 700  1,063

未払法人税等  10 8  13

未成工事受入金  1,939 1,604  1,304

工事損失引当金  536 797  886

違約損失引当金  468 129  263

引当金  88 81  78

その他  331 215  204

流動負債合計  4,586 11.6 3,801 10.5 4,199 10.9

Ⅱ 固定負債   

繰延税金負債  4,438 3,496  4,029

退職給付引当金  712 643  695

役員退職慰労引当金  117 93  129

引当金  16 16  16

その他  115 152  115

固定負債合計  5,400 13.7 4,402 12.1 4,986 12.9

負債合計  9,987 25.3 8,204 22.6 9,185 23.8
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前中間会計期間末 

（平成18年９月30日）

当中間会計期間末 

（平成19年９月30日） 

前事業年度の 

要約貸借対照表 

（平成19年３月31日）

区分 
注記 

番号 
金額（百万円）

構成比

（％）
金額（百万円）

構成比 

（％） 
金額（百万円）

構成比

（％）

（純資産の部）   

Ⅰ 株主資本   

資本金  1,361 3.4 1,361 3.7 1,361 3.5

資本剰余金   

資本準備金  389 389  389

資本剰余金合計  389 1.0 389 1.1 389 1.0

利益剰余金   

利益準備金  340 340  340

その他利益剰余金   

退職慰労金積立金  35 35  35

配当準備積立金  150 ―  150

別途積立金  22,480 22,130  22,480

繰越利益剰余金  △ 608 △ 87  △ 105

利益剰余金合計  22,396 56.7 22,417 61.9 22,899 59.5

自己株式  △ 1,632 △4.1 △ 1,640 △4.5 △ 1,635 △4.2

株主資本合計  22,514 57.0 22,527 62.2 23,015 59.8

Ⅱ 評価・換算差額等   

その他有価証券 
評価差額金  6,991 5,506  6,311

評価・換算差額等合計  6,991 17.7 5,506 15.2 6,311 16.4

純資産合計  29,506 74.7 28,034 77.4 29,326 76.2

負債純資産合計  39,493 100.0 36,238 100.0 38,512 100.0
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（２）中間損益計算書 
 

  

前中間会計期間 

（自 平成18年４月１日

至 平成18年９月30日）

当中間会計期間 

（自 平成19年４月１日 

至 平成19年９月30日） 

前事業年度の 

要約損益計算書 

（自 平成18年４月１日

至 平成19年３月31日）

区分 
注記 

番号 
金額（百万円）

百分比

（％）
金額（百万円）

百分比 

（％） 
金額（百万円）

百分比

（％）

Ⅰ 完成工事高  2,644 100.0 4,051 100.0 8,339 100.0

Ⅱ 完成工事原価  2,747 103.9 3,930 97.0 8,821 105.8

完成工事総利益又は 
完成工事総損失(△)  △ 102 △3.9 120 3.0 △ 482 △5.8

Ⅲ 販売費及び一般管理費  486 18.4 441 10.9 935 11.2

営業損失(△)  △ 588 △22.3 △ 320 △7.9 △ 1,417 △17.0

Ⅳ 営業外収益  283 10.7 139 3.4 561 6.7

Ⅴ 営業外費用  94 3.5 8 0.2 158 1.9

経常損失(△)  △ 399 △15.1 △ 189 △4.7 △ 1,014 △12.2

Ⅵ 特別利益  592 22.4 83 2.1 1,805 21.7

Ⅶ 特別損失  186 7.0 108 2.7 211 2.5

税引前中間(当期)純利益又は 
税引前中間純損失(△)  7 0.3 △ 213 △5.3 579 7.0

法人税、住民税及び事業税  7 0.3 6 0.2 14 0.2

法人税等調整額  792 30.0 18 0.4 855 10.3

中間(当期)純損失(△)  △ 793 △30.0 △ 238 △5.9 △ 290 △3.5
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（３）中間株主資本等変動計算書 
 
前中間会計期間（自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日） 

 
 株主資本 

 資本剰余金 

 
資本金 

資本準備金 資本剰余金合計 

平成18年３月31日残高 
（百万円） 

1,361 389 389 

中間会計期間中の変動額    

中間会計期間中の変動額 
合計（百万円） 

― ― ― 

平成18年９月30日残高 
（百万円） 

1,361 389 389 

 
 株主資本 

 利益剰余金 

 その他利益剰余金 

 
利益準備金 退職慰労金

積立金 

配当準備

積立金 
別途積立金

繰越利益

剰余金 

利益剰余金

合計 

自己株式 
株主資本

合計 

平成18年３月31日残高 
（百万円） 

340 35 150 22,480 427 23,433 △1,625 23,558

中間会計期間中の変動額    

利益処分による 
利益配当 

 △243 △243  △243

中間純損失(△)  △793 △793  △793

自己株式の取得   △6 △6

中間会計期間中の変動額 
合計（百万円） 

― ― ― ― △1,036 △1,036 △6 △1,043

平成18年９月30日残高 
（百万円） 

340 35 150 22,480 △608 22,396 △1,632 22,514

 
 評価・換算差額等 

 その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計 
純資産合計 

平成18年３月31日残高 
（百万円） 

8,344 8,344 31,903 

中間会計期間中の変動額    

利益処分による 
利益配当 

  △243 

中間純損失(△)   △793 

自己株式の取得   △6 

株主資本以外の項目の 
中間会計期間中の変動 
額（純額） 

△1,353 △1,353 △1,353 

中間会計期間中の変動額 
合計（百万円） 

△1,353 △1,353 △2,396 

平成18年９月30日残高 
（百万円） 

6,991 6,991 29,506 
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－31－ 

当中間会計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日） 

 
 株主資本 

 資本剰余金 

 
資本金 

資本準備金 資本剰余金合計 

平成19年３月31日残高 
（百万円） 

1,361 389 389 

中間会計期間中の変動額    

中間会計期間中の変動額 
合計（百万円） 

― ― ― 

平成19年９月30日残高 
（百万円） 

1,361 389 389 

 
 株主資本 

 利益剰余金 

 その他利益剰余金 

 
利益準備金 退職慰労金

積立金 

配当準備

積立金 
別途積立金

繰越利益

剰余金 

利益剰余金

合計 

自己株式 
株主資本

合計 

平成19年３月31日残高 
（百万円） 

340 35 150 22,480 △105 22,899 △1,635 23,015

中間会計期間中の変動額    

剰余金の配当  △243 △243  △243

中間純損失(△)  △238 △238  △238

自己株式の取得   △5 △5

配当準備積立金の取崩  △150 150 ―  ―

別途積立金の取崩  △350 350 ―  ―

中間会計期間中の変動額 
合計（百万円） 

― ― △150 △350 18 △481 △5 △487

平成19年９月30日残高 
（百万円） 

340 35 ― 22,130 △87 22,417 △1,640 22,527

 
 評価・換算差額等 

 その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計 
純資産合計 

平成19年３月31日残高 
（百万円） 

6,311 6,311 29,326 

中間会計期間中の変動額    

剰余金の配当   △243 

中間純損失(△)   △238 

自己株式の取得   △5 

配当準備積立金の取崩   ― 

別途積立金の取崩   ― 

株主資本以外の項目の 
中間会計期間中の変動 
額（純額） 

△804 △804 △804 

中間会計期間中の変動額 
合計（百万円） 

△804 △804 △1,292 

平成19年９月30日残高 
（百万円） 

5,506 5,506 28,034 
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－32－ 

前事業年度の株主資本等変動計算書（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

 
 株主資本 

 資本剰余金 

 
資本金 

資本準備金 資本剰余金合計 

平成18年３月31日残高 
（百万円） 

1,361 389 389 

事業年度中の変動額    

事業年度中の変動額合計 
（百万円） 

― ― ― 

平成19年３月31日残高 
（百万円） 

1,361 389 389 

 
 株主資本 

 利益剰余金 

 その他利益剰余金 

 
利益準備金 退職慰労金

積立金 

配当準備

積立金 
別途積立金

繰越利益

剰余金 

利益剰余金

合計 

自己株式 
株主資本

合計 

平成18年３月31日残高 
（百万円） 

340 35 150 22,480 427 23,433 △1,625 23,558

事業年度中の変動額    

利益処分による 
利益配当 

 △243 △243  △243

当期純損失(△)  △290 △290  △290

自己株式の取得   △9 △9

事業年度中の変動額合計 
（百万円） 

― ― ― ― △533 △533 △9 △542

平成19年３月31日残高 
（百万円） 

340 35 150 22,480 △105 22,899 △1,635 23,015

 
 評価・換算差額等 

 その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計 
純資産合計 

平成18年３月31日残高 
（百万円） 

8,344 8,344 31,903 

事業年度中の変動額    

利益処分による 
利益配当 

  △243 

当期純損失(△)   △290 

自己株式の取得   △9 

株主資本以外の項目の 
事業年度中の変動額 
（純額） 

△2,033 △2,033 △2,033 

事業年度中の変動額合計 
（百万円） 

△2,033 △2,033 △2,576 

平成19年３月31日残高 
（百万円） 

6,311 6,311 29,326 
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－33－ 

６．その他 
 
（１）販売及び受注の状況（連結） 
 
１．販売実績 
 

前中間連結会計期間 
（自 平成18年４月１日 

至 平成18年９月30日）

当中間連結会計期間 
（自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日）

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日）区 分 

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

橋 梁 2,572 89.2 3,726 87.1 6,315 71.6 

鉄 骨 149 5.2 158 3.7 2,173 24.7 

小 計 2,722 94.4 3,884 90.8 8,488 96.3 

不 動 産 ― ― 167 3.9 ― ― 

その他の事業 160 5.6 226 5.3 329 3.7 

合 計 2,882 100.0 4,278 100.0 8,818 100.0 

 
 
２．受注高 
 

前中間連結会計期間 
（自 平成18年４月１日 

至 平成18年９月30日）

当中間連結会計期間 
（自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日）

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日）区 分 

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

橋 梁 1,688 69.8 944 73.5 7,684 79.1 

鉄 骨 569 23.6 114 8.9 1,694 17.5 

小 計 2,258 93.4 1,059 82.4 9,379 96.6 

その他の事業 160 6.6 226 17.6 329 3.4 

合 計 2,418 100.0 1,285 100.0 9,709 100.0 

 
 
３．受注残高 
 

前中間連結会計期間末 
（平成18年９月30日） 

当中間連結会計期間末 
（平成19年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成19年３月31日） 区 分 

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

橋 梁 9,854 83.4 9,326 90.1 12,108 91.9 

鉄 骨 1,968 16.6 1,026 9.9 1,069 8.1 

合 計 11,822 100.0 10,352 100.0 13,178 100.0 
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－34－ 

（２）完成工事高及び受注の状況（個別） 
 

１．完成工事高 
 

前中間会計期間 
（自 平成18年４月１日 

至 平成18年９月30日）

当中間会計期間 
（自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日）

前事業年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日）区 分 

数量 
(ｔ) 

金額 
(百万円) 

構成比
(％) 

数量 
(ｔ) 

金額 
(百万円)

構成比
(％) 

数量 
(ｔ) 

金額 
(百万円)

構成比 
(％) 

橋 梁 3,860 2,572 97.3 5,865 3,726 92.0 9,951 6,315 75.7

鉄 骨 304 72 2.7 684 157 3.9 8,870 2,024 24.3

小 計 4,164 2,644 100.0 6,550 3,883 95.9 18,822 8,339 100.0

不 動 産 ― ― ― ― 167 4.1 ― ― ―

合 計 4,164 2,644 100.0 6,550 4,051 100.0 18,822 8,339 100.0

 

 

２．受注高 
 

前中間会計期間 
（自 平成18年４月１日 

至 平成18年９月30日）

当中間会計期間 
（自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日）

前事業年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日）区 分 

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

橋 梁 1,688 76.8 944 89.2 7,684 82.8 

鉄 骨 511 23.2 113 10.8 1,599 17.2 

合 計 2,199 100.0 1,058 100.0 9,284 100.0 

 

 

３．受注残高 
 

前中間会計期間末 
（平成18年９月30日） 

当中間会計期間末 
（平成19年９月30日） 

前事業年度末 
（平成19年３月31日） 区 分 

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

橋 梁 9,854 83.6 9,326 90.1 12,108 91.9 

鉄 骨 1,933 16.4 1,026 9.9 1,069 8.1 

合 計 11,787 100.0 10,352 100.0 13,178 100.0 

 




